
１ グループ名

リレー・フォー・ライフ・ジャパンみなとみらい実行委員会

２ 提案名

リレー・フォー・ライフ・ジャパン２０１３ みなとみらい

３ 助成を受けて行った活動の時期及び内容

２０１３年１０月 協賛募集活動、イベント調整、広報活動

イベント開催１０月５日～６日

（当日の催し）

・サバイバー（がん経験者）を称える「サバイバーズ・ウォーク」

・サバイバーを中心にしたチームなどによる「リレーウォーク」（２４時間）

・がん患者を応援する有志の方々による楽器演奏やダンス

・日本対がん協会理事による最新のがん治療等の講演

・ピンクリボンの有志による乳がん体験ブース

・ご支援頂いているプロのアーチストによるミニライブ

・様々な体験（療養・看病）を共有できるブース「みんなのテント」 等々

２０１３年１１月～２０１４年 3月 実行委員会開催



４ エリアマネジメントにおける効果

○みなとみらいエリアの地域社会主体のチャリティーイベントの先駆けを起こし、共に

がんという病気と向き合い、健康な地域を目指す第一歩ができたと考えます。

○また、この地区の企業や団体からの賛同も得ることができ、住民だけでなく企業も含

め

た取り組みが今後進めていけるきっかけになったと考えます。

○全国からサバイバー（がんの告知を受けたことがある人）やケアギバー（医療者、家

族等）の方々が集ってくれて、その体験を共有し、この地域の予防医療に対する意識

が更に深まったように思われます。

５ 今後の活動展望

初開催、当日の天候の影響、開催当日の周知活動が十分でなかったこともあり、地域の

方の参加が少なかったように思えます。これを踏まえて、次回は地域マンション自治会の

ネットワークおよび西区等自治体の広報媒体も利用させていただいて、幅広くイベントを

周知することで参加者を増やしていきたいと考えております。具体的には、医師や看護師

による健康相談会や乳がん検診、体験型の啓発ブース等の身近な企画を増やします。

初めて参加される方でもがんという病気を身近に感じてもらい、このイベントの趣旨を

理解していただくことで、地域全体でがん征圧の意識を高めていくことを目指します。




